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1．はじめに
　自然科学研究支援開発センター　低温・機器分
析部門　物質科学機器分析部（以後物質科学機器
分析部とする）は東広島キャンパスにおける自然
科学系の部局が主に利用する分析機器等を集中管
理し，教育・研究の支援を行う学内共同利用施設
である．
　技術センターより4名の職員が物質科学機器分
析部へ派遣されており，物質科学機器分析部内で
の技術職員の業務と施設の紹介を行う．

2．物質科学機器分析部の概要
（1）建物
　物質科学機器分析部は東広島キャンパスの北側
にあり理学研究科と先端物質科学研究科の間にあ
る3階建ての建物で，部屋数は28部屋・総面積は
1,451㎡である．

（2）組織
　物質科学機器分析部の組織は，准教授（専任）
1名・助教（専任）1名・研究支援推進員1名で技
術センターより派遣されている4名の技術職員と

共に装置や施設の維持管理を行っている．
また部門共通の事務職員が1名置かれている．
（3）主な分析装置
○核磁気共鳴装置 3台
○電子スピン共鳴装置 1台
○ハイブリッド型質量分析システム 1台
○レーザーイオン化飛行時間型質量分析装置 1台
○ CHNS 分析装置 3台
○電子プローブマイクロアナライザー 2台
○透過型電子顕微鏡 1台
○電界放出型走査電子顕微鏡装置 1台
○ X 線結晶構造解析装置 2台
○フォトルミネッセンス / ラマン分光装置 1台
　物質科学機器分析部では以上紹介した分析装置
を含め計18種24台の分析装置を維持管理してい
る．

3．技術職員の業務内容
（1）装置の維持管理
　利用者が支障なく教育・研究活動に装置を利用
できるよう担当装置の維持管理を行っている．業
務内容は各装置の性質によりまちまちである．
（2）装置利用講習会
　講習希望者に対して随時装置の取扱い講習を実
施しているが，年度初めには初めて施設を利用す
る利用者が多いことから，利用の多い装置に関し
て取扱い講習会を施設側が設けて一斉に行ってい
る．
　また講習に用いるマニュアルや参考資料等の作
成も行っている．
（3）依頼分析
　スタッフが測定操作に熟知している装置に関し
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